
情報科エコシステム、外部人材の活用や産業界の連携等により、
情報科の授業が着実に実施、もしくは充実するために行ってい
る支援について

福井県教育庁高校教育課



本日の説明内容

令和５年度の取組に向けて

免許法認定講習の実施について

EdTech等を利用したアプリの導入について

教員対象研修について

１

２

３

４



免許法認定講習の実施 EdTech等でアプリ導入 教員対象研修について

２ ３ ４

令和５年度の取組に向けて

１

教科情報の状況についての現状と課題の整理（令和３年、４年）

情報A

平成10年

情報B

情報C

情報の科学

平成21年

社会と情報

情報Ⅰ

平成30年

情報Ⅱ

平成15年

平成１２年～１４年の
３年間に、認定講習に
よって免許を取得
（県立 122人）

平成１８年～平成２０年
に免許認定講習を実施

「情報」での採用は現在３名
令和２年採用１名
令和４年採用２名

当時の免許取得者はほ
とんが現在４０歳以上。

各校の現状

情報免許を持っている

臨時免許を持っている

正教員

講師等

正教員

講師等

約１０校

約０校

約４校

約２校

情報Ⅰの授業の
実施学年

１年生で実施  【１２校】

２年生で実施  【 ３校】

３年生で実施     【 １校】

プログラミング
について

ライフイズテックを導入【１２校】

GoogleCoraboratory等 【 ４校】

： ． 
: : ： ： 
： ： :................................................ : •…………•► 

．． ． ．． ． ．．．．．．．．► 

•…………•► 

•…………•► 



免許法認定講習の実施 EdTech等でアプリ導入 教員対象研修について

２ ３ ４

令和５年度の取組に向けて

１

教科情報の状況についての現状と課題の整理（令和３年、４年）

●●●I 

u iiii iiii iiiI IIIl 

e疇

A ` 

|-

二3
これまで授業で使っていたアプリが、使えなくなった。

▲
 

I学年で使用するアプリが異なる。

1急濾アプリの購入が必要になった。

I情報1Iを教えられる人がいなくなった。

情報の免許を持っている人に授業をお願
いできない。

新しくアプリを使って授業をしなくてはいけなくなった。

Iこれまでのアプリの設定が分からない。

情報II （または情報 I）の授業を担当することになった。

誰にも相談できず、昨年までの流れが分からない。

1年生のときのアプリを聞ける先生がいない
| 

I質問に行く先生との面識が全くない

［非常勤の場合］質問に行っても先生が不在



免許法認定講習の実施 EdTech等でアプリ導入 教員対象研修について

２ ３ ４

令和５年度の取組に向けて

１

令和５年度の方針
【検討段階(R4)】

令和孔＝年度

入学生

令和 5年度
入学生

県教委

教員

共通教科 「情報」 への取り組み

令和4年度
11 

令和 5年度
11 

令租6年度

授業

教員対象研修

！第1回： 5用17日（火）
？ 

l第2回： 8月 1日（月）

l第3回： 10月 6日（木）

l第4回： 12月26日（月）
・.............................................................. ; 

．．．．．．．．．．ヽ..................、..、,..............,..,...............,..

閂 」口 年生以降泣校の対応例 l ： •長期休業中の課外 i 

授 業 I| ]十：こ盟言で□！配布

i ・希望者への添削指導
.............,.,..............,. 9 9,..............,.,..................,............. 9 9 9,................,.,.............,., i l ・定期的な課題の配布

lマーク模試の結果を共有することで、 i； など（ベネッセより）
l鉗妍令和 5年度の授業に反映することができる ］ l．．．．．．．．ヽ●●●●99,............,..,............,..,..,.................
、..........................................................................................................................

、............................................................、,....................、,..................................................、,.................,

l情報のマーク辰試の実施

i 対象：令和4年度に情報Iの授業を実施した学校（ 13校）

i 時期 ：7 • 8 • 9月のいずれか

生徒への取り組み

l 作問： （案1)ベネッセ（案2)ライフイズテック（案3)教員 ］［ 検討事項
ご：••:.‘ぶ':::.·::::•:.'・？．． ぶ‘ぶ‘ぶ’.·:::::•:.?.•. ‘ぶ':::.・:::::::::::.‘ぶ‘ぶ？．．． ？．？．で．． ぶ‘.9:::、「.?.?.?.• :••:;;.9::::.?.?.?.’.? ．． ぶ‘．・::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;

lサポートセンターによる「情報」の授業 II①教員対象研修について
l ・放諜後や長期休業での実施 : ----=======-

I .即虹功瑾を受けて冬季および春季休業中の取り組みを検討 l 「実施回数や実施時期 ］ 
....................................................、,...............................、,.、,..................................................、,............i.J!幸三戸 言

L̀- - '  

|I ②生徒対象の取組み I 
I―-----―- --——----—-----i模試の実施の是非 7 
L__ _ ; 

教員対象研修

I ― 

i実施の際の作問 7 
L-- - - '  

,.........、,.....................、,.........、....、,...............................、,.、...............、,...",..........、..................、,.、..............、
i第1回： 4 • 5月 ［惜報科教貝】県内教員による実践発表 i 
；第 2回： 8月 ［基碇】プログラミング研修

；第 3回： 8月 【発展】プログラミングorデータの活用

！第4回： 12月 【基碇】データの活用研修
③ライフイズテックの
全県導入について．ヽ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、

9--• • I 

i各学校への調査の実施 ！ 
1.  9 

.....................................................................、

iォンライン上の合同授業 l 
l 学期末等に実施
.ヽ....................................................................: 

-•• ••一·― I

［令和6年度の検討 i 
． ！  



免許法認定講習の実施 EdTech等でアプリ導入 教員対象研修について

２ ３ ４

令和５年度の取組に向けて

１

令和５年度の方針
【決 定】

令和1年度

入学生

令和 5年展
入学生

県教委

情報免許法
認定講習

共通教科 「情報」 への取り組み

令和4年度 令和 5年度 令和 6年度

授業
I: 

補習等で対応

授業

11 ライフイズテックレッスンの導入

I 希望生徒対象情報I講座の実施

教員対象研修 11 教員対象研修

....................................................................................................................................................................................................................... 

第1回： 5月17日（火）

第2回： 8月 1日（月）

第3回： 10月 6日（木）

第4回： 12月26巳（月）

第 1回 ：4・5月 【各校 1人以上】実践共有

ライフィズテックレッスン活用方法 ］ 

第 2回： 8月 【希望者】プログラミング研修

第 3回： 10月 【各校 1人以上】共通テストに向けて

第 4回： 12月 【希望者】データの活用研修
............................................................................................................................................................... 

第 1期（令租 5~6年受講） 2 2名程度

第II期（令和 6~7年受講）



令和５年度の取組に向けて EdTech等でアプリ導入 教員対象研修について

１ ３ ４

免許法認定講習の実施

２

福井工業大学と連携

実施期間

受講者数

受講者数 予定 実績

第Ⅰ期 ２２ ２７

第Ⅱ期 １６

計 ３８

普通科系高校以
外からも受講有

費 用

「高等学校情報科等強化によるデジタル人材の
供給体制整備支援事業」を活用

受講者の実質的な負担はなし

連 携

平成18年～平成20年にも連携

一
[6科目l
・データベース論
・ネッ トワークシステム論
．惜報セキュリティ
・データサイエンス概論
・プログラミング実習
．惜報科教育法 I

一
[6科目 (I期） • 7科目 (II期） l 
・データと情報の倫理
・コンビュータアーキテクチャ
・データサイエンス演習
・プレゼンテーション技法
．悟報と職業
．惜報科教育法 I(11期のみ）
・情報科教育法11

一
プータベース論

・ネットワークシス
・情報セキュリティ
・データサイエンス
・プログラミング実



令和５年度の取組に向けて EdTech等でアプリ導入 教員対象研修について

１ ３ ４

免許法認定講習の実施

２

３月

実施までの流れ

４月

７月

実施について、各学校の校長に周知

【大学】実施方法および日程の調整

【高校】募集開始（～５月下旬）

※高校への説明については、
動画による説明も実施

【大学】実施に向けての最終調整

【高校】決定通知等の送付

※７月下旬に大学とともに、
受講者への説明会をオンラインで実施

免許法認定講習（情報）について

I免許法認定講習（情報）の概要 I 

I令和5年度免許法認定講習（情報）について 1 

ご゜ ：，．＂。一，．．—～•- -" ̀'て＝：：上～日一 ••一・ • O..: | 
漏 9”‘

, r賣O

.“・..;,,.......
’”” 

”・：：可

g
-

●

u-

＇ー--・

,;:.-・~ • 

橿井県免許法認定講習
（情報）第1期

2023.7.24（月） 湿＃エ賦大字



令和５年度の取組に向けて 免許法認定講習の実施 教員対象研修について

１ ２ ４

EdTech等でアプリ導入

３

Life is Tech Lesson の導入について

探究的な学び支援補助金２０２３の活用

「情報Ⅰ」を履修する全日制普通科系高校１６校で導入

５月に活用方法についての共有

令和 5年度の新入生を対象に、 「ライフイズテックレッスン」を無料で導入することについて、該当するものを選択して下さ

い。

註

● ぜひ導入してほしい 8 

● どちらかといえば毒入してほしい 5 

● どちらでもよし1 2 

● 導入してほしくない

゜



EdTech等でアプリ導入

３

令和５年度の取組に向けて 免許法認定講習の実施

１ ２

教員対象研修について

４

令和３年度 令和４年度

これまでの教員を対象とした研修会について

令和５年度

１２月（オンライン）
【情報通信ネットワークと

データの活用】
 ・ライフイズテック株式会社

５月（オンライン）
【情報社会の問題解決】

・株式会社インフォハント
【コミュニケーションと情報デザイン】

・ベネッセコーポレーション

８月（オンライン）
【コンピュータとプログラミング】

・アシアル株式会社

１０月（オンライン）
【コンピュータとプログラミング】

・ライフイズテック株式会社

１２月（オンライン）
【情報通信ネットワークと

データの活用】
 ・ライフイズテック株式会社

５月（対面）
【情報Ⅰ全般】

・ライフイズテック株式会社

８月（オンライン）
【コンピュータとプログラミング】

・ベネッセコーポレーション

１０月（対面）
【情報Ⅰ全般】

・河合塾

． 

Pythonプログラミング研修

zoom lifeisTech! 
／、一

o¢こ
・カメラはON
・マイクはOFF
でお●いします I

zoomのお名前を
以下に査更ください
学校名」ピE名

-
アカウントをお持ちの先生は

＂ォヘのログインを
お済ませください

．
 

．
 ． 




